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中西通雄先生からの要求

• 科目新設の目的・狙い

• 教科書の選定理由、教科書として原書を指定
されている理由

• 10人ほどの先生で順に1回ずつ担当するよう

にした理由およびその効果

• "A Gift of Fire"を用いたことによる問題点

• 授業方法
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科目新設の目的・狙い
• 技術者の社会的責任も倫理綱領も含めて重要になってきた

• 学問体系としてエンジニアを育てることと倫理教育をしっかり
する必要がある

• 情報系学科の｢技術者倫理｣

– ２つの立場

• コンピュータのユーザの立場での倫理

• コンピュータシステムを作成する人の立場での倫理（こ
の科目はこちらの立場）

• 平成２００１年度入学生より

– ３年次２学期配当 ２単位
• 計算機科学コース ソフトウェア科学コース 必修科目

• 数理科学コース カリキュラムに入っていない

– いままで５年間の講義経験



4

教科書の選定理由
教科書として原書を指定している理由

• ｢情報倫理｣に関する日本語のよい教科書を
見つけることができなかった

• “A Gift of Fire”
– １９９０年代に米国で使用されていた

– 著者がSara Baaseでコンピュータサイエンスの

人なので読みやすい

– ２００３年当時で訳本はなかった

• 学生に購入は義務づけていない
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１０人で担当する理由とその効果

• 必修科目なのでアウトソーシングせず，学科の教員
が教えるべき

• 教科書の一つの章を一つの研究室（教授か准教
授）が担当

• 教科書外で４コマ：
– 二つの研究室が担当

• （ガイダンス，ソフトウェア特許）
– 企業出身の退任教授

• 担当者にとって妥当な負荷分散
• 倫理に関する授業は，同じ人がずっとするよりは，
いろいろな人が交代で担当する方が，いろいろな考
え方に出合うのでよい
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“A Gift of Fire”を用いたことによる

長所短所

• 短所

– 取り上げている事例は米国での例

– そのままでは，日本での授業には不適

– 日本での事例を補足する必要がある

• 長所

– 情報系の教員にとって読みやすい

– 豊富な例（幅広く，網羅的）

– 一般的事項についてよく整理されている
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授業方法

• 初版原本を全研究室に配布

• 講義時にはプリントを配布

• 各章を１コマで説明

• 各回，簡単なレポート課題

• 各回，５段階評価

• その総合点を科目の成績とする
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技術業に携わる専門職業人をいう。

技術業とは，数理科学，自然科学および人工科学等
の知識を駆使し，社会や環境に対する影響を予見し
ながら資源と自然力を経済的に活用し，人類の利益
と安全に貢献するハードウェア・ソフトウェアの人
工物やシステムを開発・研究・製造・運用・維持す
る専門職業である。

専門職業とは，社会が必要としている特定の業務に
関して，高度な知識と実務経験に基づいて専門的な
サービスを提供するとともに，独自の倫理規程に基
づいた自律機能を備えている職業であり，単なる職
業とは区別される。

技術者とは



技術者に求められる要件

(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

(b) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，および技術者が社
会に対して負っている責任に関する理解（技術者倫理）

(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応
用できる能力

(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決
に応用できる能力

(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決
するためのデザイン能力

(f) 日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコ
ミュニケーション能力および国際的に通用するコミュニ
ケーション基礎能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力

(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力



デザイン能力

・ここでいう「デザイン」とは，「エンジニアリン
グデザイン (engineering design) 」を指す。

・すなわち，単なる設計図面制作ではなく，「必ず
しも解が一つでない課題に対して，種々の学問・技
術を統合して，実現可能な解を見つけ出していくこ
と。」であり，そのために必要な能力が「デザイン
能力」である。

・デザイン教育は技術者教育を特徴づける最も重要
なものであり，対象とする課題はハードウエアでも
ソフトウエア（システムを含む）でも構わない。



デザイン能力には，次のような能力が含まれる。

1)構想力

2)問題設定力

3)種々の学問・技術の総合応用能力

4)創造力

5)公衆の健康・安全，文化，経済，環境，倫理等の観点から
問題点を認識できる能力，およびこれらの問題点等から生じ
る制約条件下で解を見出す能力

6)構想したものを図，文章，式，プログラム等で表現する能力

7)コミュニケーション能力

8)チームワーク力

9)継続的に計画し，実施する能力 など


